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************************************************************* 

なぜ山口県上関町で関電が？ 

************************************************************* 

上関原発計画は実現するか 

上関町に原発計画が持ち込まれたのは 1980 年代までさかのぼりま

す。島根原発の次を考えていた中国電力は、山口県豊北町に狙いを定

めましたが、1978 年の町長の拒否により翌年断念。1982 年に次の候

補地として上関が浮上しました。今から 42 年も前のことです。1984
年には町長の要請に基づき立地調査が始まり、翌年に中電が「原発適

地」と結果を報告すると、町議会が誘致決議をあげるという経過をた

どりました。

上関原発計画の経過

しかし、祝島漁協を中心とする粘り強い闘いの結果、計画は簡単に

は進展せず、１号炉の設置許可申請が出されたのは 2009 年 12 月でし
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顧客情報の不正閲覧

関電は、電力自由化によ

り送配電部門を関西電

力送配電㈱という子会

社に分社しています。関

西電力送配電㈱は自由

化によって設立された

新電力の送配電も担当

しているので、顧客情報を持っています。この顧客情報を関電が不

正閲覧し、新電力から顧客を奪い返す営業活動に利用していた事件

です。

違法カルテル

関電が中国電力、中部電力、九州電力の 3 社に、契約を取るために

競争すると契約額が下がって利益が少なくなると判断し、営業地盤

を越えて企業向け電力をお互いに販売しないとする独占禁止法違反

のカルテルを持ちかけて結んでいた事件です。関電は公正取引委員

会に自主申告して処分を免れ、中国電力には 707 億円余の課徴金が

課せられました。関電に煮え湯を飲まされた中国電力が、なぜ使用

済み燃料の貯蔵問題で関電のために骨を折るのでしょうか

社長は、2023 年 6 月 12 日、福井県庁に杉本知事を訪ね、使用済 MOX
燃料の再処理実証研究のために高浜原発から使用済 MOX 燃料(約 10
トン)と使用済ウラン燃料(約 190 トン)をフランスへ搬出することを説

明し、「約束は、ひとまず果たされた」とうそぶきました。一部の燃料

の海外搬出を「中間貯蔵と同等の意義がある」とするのはあまりの詭

弁です。搬出量の 200 トンは、構想されていた中間貯蔵施設第１期の

規模 2000 トンの 10 分の 1 にすぎません。 
さすがに県議会などでも批判が噴出し、関電と同じく「中間貯蔵と

同等の意義がある」とする国に対してその理由など４項目の質問を出



 



 




